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20. 感染症情報センター 

センター長 岡部信彦 

 

概   要 

 

 平成 11年４月に施行された感染症法では、サーベイランス

システムの強化が示されている。同法に基づいた基本指針

の中には患者発生状況サーベイランスと同様に病原体に関

する情報の収集、分析及び提供と公開も必要であるとされて

いる。指針をふまえた局長通知では、感染症発生動向調査

事業の実施について述べられている。その中には国立感染

症研究所に中央感染症情報センターを、地方感染症情報セ

ンターを各都道府県等域内に1カ所設置することが述べられ、

それぞれの役割が記されている。 

感染症情報センター(IDSC)は、国のサーベイランス事業

の中で中央感染症情報センターとして位置づけられ、地方

感染症情報センターならびに都道府県等の協力を得て、感

染症法に規定された 1-4 類感染症を中心にしたサーベイラ

ンスを行っている。病原体情報についてはWISH Net, IDSC

ホームページ(http://idsc.nih.go.jp/index-j.html)、病原微生

物検出情報（IASR）を中心として、疾患の発生動向について

は感染症週報(IDWR: Infectious Disease Weekly Report)など

を中心として、収集された情報の迅速な還元と公開を行って

いるところである。血清疫学調査としては、感染症流行予測

調査事業の中でこれを行っている。このデータ－等を基礎と

し、感染症対策の重要な一角としての予防接種のあり方につ

いてのエビデンスを求めることも IDSC の重要な業務である。 

感染症発生への適切な対応の一環として実地疫学の重

要性が理解されつつあるが、これにかかわる人材の育成は

急務である。感染研では業務の一つとしてこの人材教育（実

施疫学調査専門家養成コース(FETP)）が行われているが、

研修実施の主体は IDSC が行っている。 

最近の約 1 年間に IDSC がサーベイランスに関して積極

的に取り組んだことの詳細はそれぞれに記されているが、そ

の概要は以下のとおりである。 

１． 感染症発生動向調査事業の実施 

厚生 (労働省) 感染症発生動向調査事業における全

国からの患者発生報告を集計処理し、各都道府県への

データ還元。必要に応じて地方感染症情報センター等

への問い合わせを行い、それらの結果を総合してコメン

トを作成し、表とグラフの作成も行い、ホームページ上

での情報還元を行った。重要事項については厚生(労

働省)結核感染症課へも情報提供を行った。 

２． ＩDWR, IASR の定期的な発行。内容のさらなる充実とシス

テムの改善。 

３． 感染症発生動向調査事業年報CD-ROM版データ集 

(2001/1-2001/12) の発行 

感染症法が施行されてからの感染症発生動向の確定デ

ータを迅速に還元するためには、時間のかかるコメントの

作成を最小限にしてデータ集の形で発行するのが望ま

れる。このため、利用者がデータ処理をできるようにエク

セルの表を中心として収載したCD-ROM版

(2001/1-2001/12) を平成14年12月に発行した。前回の

ものと比べて疾患の詳細分類、感染地別の分類をするな

ど、内容の充実を図った。引き続き、2002年度CD-ROM

版 (2002/1-12) の作成のために全国からの確定データ

の収集を行いつつあるが、本年度よりも早期の発行を目

指している。 

４．院内感染対策サーベイランス事業（JANIS） 

平成 9 年度より継続されてきた厚生科学研究「薬剤耐

性菌による感染症のサーベイランスシステム構築に関

する研究」、および「薬剤耐性菌症例情報ネットワーク

に構築に関する研究」における研究結果や試行を踏ま

え、平成１２年７月より「院内感染対策サーベイランス」

事業の運用が開始され、さらにこの結果は感染症情報

センターホームページを通じてインターネット公開した。 

５． 実地疫学調査専門家養成コース(FETP) 

FETPの実施は4年目となった。これまでの研修開始は

９月であったが、平成14年度からは4月より研修開始と

し、5期生 4名（島田 靖、逸見佳美、森 伸生、吉田英

樹）が参加した。平成 14年８月 2期生3名（加來浩器、

田中 毅、松井珠乃）研修終了した。平成１３年度に引

き続き Dr.Joh ｎ  Kobayashi  （ Washington  State 

Health Department）に長期コンサルタントを依頼した。
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積極的な疫学調査、地域における調査がさらに充実し、

公衆衛生領域における認知が進んでいる。 

６． 症候群サーベイランスの実施 

現行のサーベイランスは主に診断名が確定した疾患サ

ーベイランスであるが、米国における炭疽菌事件等より、

危機的状況におけるサーベイランスとして、平成 12 年

度より症候群サーベイランスの導入に関する検討を行

った。平成１４年 FIFA ワールドカップサッカー大会にお

いては、開催都市並びに東京都の協力を得て、症候群

サーベイランスを実施した。なおこの実施にあたり、韓

国予防衛生研究所と密に協力を行い、韓国でも初の実

施を行っている。これは平成 14 年度末より世界的に問

題となった SARS サーベイランスの実施にあたり、基礎

的な経験となった。 

７． 感染症法は制定から 5 年後に見直しをすることが定めら

れている。我が国のサーベイランスは、法実施をきっかけ

に多くの改善が行われた。しかし、対象疾患や疾患定義

の問題、サーベイランスの質の問題、個人情報と公開情

報のバランスの問題、入力システムそのものの問題、感

染症対策への反映の問題等々、法内容あるいは運用方

法の改善や修正など、見直すべき点も多々ある。サーベ

イランスはデーターの集積のために行うものではなく、感

染症の対策に利用されるべきものとして存在する。それ

ぞれの疾患についてサーベイランスを行う目的を明確に

し、なおかつ包括的なものを構築していく必要があり、こ

の点の研究は IDSC にとって重要なテーマの一つとして

平成 14 年度も継続実施した。 

８． 予防接種室においては、これまでの感染症流行予測の

ほか、平成 13 年度より予防接種の効果、安全性、あるい

はその実施にあたっての情報等、情報センターホームペ

ージ内に予防接種のサイトを作成し、広い情報提供を開

始し、平成 14 年度はさらにこれを充実させた。また国に

おける予防接種に対し、積極的にデーターを提出し、改

善に向けての提案などを行うようになった。 

９． 病原診断室においては、従来の研究対象であったアデノ

ウイルスの研究に加え、不明病原体の検索について充

実を図りつつある。 

１０． 平成 14 年 4月より旧国立公衆衛生院より、2 名の室長が

配置転換となり、感染症情報センター5 室、6 室が新設さ

れ、それぞれの室長となった。旧国立公衆衛生院の業務

を引き継ぎ、5 室においては細菌、6 室においてはウイル

スについて、自治体における病原体検査の研修等を行

い、また病原体検査に関する情報の収集、検査法の開

発等を行うようになった。業務は村山庁舎で行っている。 

１１． 平成 14 年度末には SARS が発生し、WHO は Global 

Alertをかけた。感染症情報センターは総力を挙げ、国内

外より情報の収集、分析を行い、情報センターホームペ

ージに緊急情報として SARS の項目を設置、広く最新情

報の提供を行った。また対策案の提言、積極的疫学調査

の実施、WHOへの調査協力、なども行った。 

 

人事関係では、平成14年 3月情報管理専門官村上修

司が厚生労働省統計情報部へ異動。平成14年 4月伊

藤健一郎が第5室室長として、西尾 治が第6室室長と

して旧国立公衆衛生院より異動、平成 14 年 11 月に砂

川富正が第 1 室主任研究官として横浜検疫所より異動。

平成 14 年 8 月小坂 健研究員が米国ハーバード大学

公衆衛生大学院留学より帰国。 

なお岡部センター長は以下の委員の委嘱を国より受け、

情報センター業務・研究の結果、成績などを背景として

国における感染症対策の検討に参画した。 

厚生省労働省健康危機管理調整会議委員 

厚生労働省厚生科学審議会臨時委員 

（感染症分科会員） 

厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員 

（医療機器・体外診断薬診断部会員） 

厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員 

（食中毒部会員） 

厚生労働省疾病・障害認定審査会臨時委員 

（感染症・予防接種審査分科会員） 

厚生労働省厚生科学審議会生活環境水道部会委員 

厚生労働省疾病・障害認定審査会委員 

（感染症・予防接種審査分科会員） 

 

 

 

 

業務・研究業績 



感染症情報センター 3

I. 感染症発生動向調査事業の実施 

１ 感染症法に基づく感染症発生動向調査 

厚生 (労働省) 感染症発生動向調査事業における全

国からの患者発生報告を集計処理し、各都道府県への

データ還元を行った後、全国集計データをダウンロード

し、データ変換の後エクセルへの読み込みを行い、時

系列解析、地理的解析などを行った。さらには、必要に

応じて FETP より地方感染症情報センターへの問い合

わせを行い、それらの結果を総合してコメントを作成し、

表とグラフの作成も行い、ホームページ上での情報還

元を行った。また、重要事項については厚生労働省結

核感染症課へも情報提供を行った。［岡部信彦、木村

幹男、小坂 健、谷口 清州、FETP 研修生、江頭圭三、

大竹由里子、松岡静香］ 

２ 院内感染対策サーベイランス 

院内感染対策サーベイランス事業（JANIS） 

平成 12 年 7 月より運用開始となった「院内感染対策サ

ーベイランス」では、月ごとの集計結果が全国の集計結

果とともに参加施設に還元される。一方、院内感染対策

のエビデンスとして、3 ヶ月ごとの集計が「季報」としてウ

エブ上で公開されることになった。この公開にあたり、デ

ータの有用な提供方法を検討し、サーベイランスの解

析結果とともに「院内感染対策委員会」の専門家の承

認を経て、検査部門、集中治療室部門、全入院部門の

それぞれについて Web コンテンツを作成し、順次情報

を公開した。［谷口清州、松岡静香、岡部信彦、荒川宜

親（細菌・血液製剤部）、山根一和（細菌・血液製剤部）、

医療情報システム開発センター、厚生労働省医薬安全

局安全対策課、平成 14 年度厚生科学研究費補助金

「薬剤耐性菌の発生動向のネットワークに関する研究」

研究班］ 

II. 感染症発生動向調査事業に関する応用研究・業務 

1. サーベイランスシステムの改善に関する研究 

厚生省新興再興感染症研究事業として「効果的な感染症発生

動向調査のための国及び県の発生動向調査の方法論に関す

る研究（主任研究者 岡部信彦）を組織し、感染症サーベイラ

ンスの在り方について研究を行った。[岡部信彦、谷口清州、

山下 和予、小坂 健、大山卓昭、橋戸 円、中瀬克己、中島

一敏] 

 

2. 感染症発生動向調査に基づく流行の警報・注意報に関

する業務 

平成12年12月から本格運用となった「警報発生システム」によ

って得られた感染症の早期流行情報を、麻疹、インフルエンザ

などについて「感染症週報」で取り上げて、保健衛生に関わる

専門家にむけて注意を喚起した。特にインフルエンザについ

ては、一般市民の高い関心に答えるべく、保健所ごとの早期流

行状況を、警報（赤色）、注意報（黄色）に色分けして日本地図

上に表示し、ウエブ上で公開した。共同通信社をはじめとした

新聞各紙、テレビなどの報道機関で定期的に取り上げられるよ

うになり、感染症情報の迅速な国民への提供に貢献した。［谷

口清州、小坂健、松岡静香、永井正規（埼玉医科大学）、橋本

修二（東京大学）、村上義孝（大分県立看護科学大学）、渕上

博司（埼玉医科大学）］ 

 

3. 感染症発生動向調査に基づく注意報・警報システムおよ

び全国罹患数推計に関する研究 

上述の研究班の分担として、これまで３年間の経験を元に注意

報警報レベルの妥当性について検討を行い、一部疾患にお

いて基準値の変更を行った。また２００１年度の全国罹患数推

計をおこなった。［谷口清州、小坂健、永井正規（埼玉医科大

学）、橋本修二（藤田保健衛生大学）、村上義孝（国立環境研

究所）、渕上博司（埼玉医科大学）］ 

 

4. 国際保健規則（IHR）改正に係わる業務 

世界保健機関（WHO）と加盟国との協力で勧められている IHR

の改正について、WHO本部と連絡調整をおこなっているが、

本年、ジュネーブより IHR改正チームが訪日し、厚生労働省結

核感染症課、検疫所業務管理室、および各検疫所と合同で

IHR改正の進捗状況および具体的な改正の内容についての

合同会議を行い、今後の予定あるいは協力体制について議論

を行った。[重松美加、谷口清州、Sandy Cocksedge (WHO)、

Max Hardiman (WHO)、厚生労働省結核感染症課、検疫所業

務管理室] 

 

5. バイオテロ対策に係わる業務 

世界保健機関、あるいはG７＋メキシコと協力しながら、バイオ

テロ、特に天然痘に関する対応方針を作成するに当たり、国際
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会議において各国の情報を収集議論し、厚生労働省に技術

支援を行い、本邦におけるガイドラインの作成、あるいは研修

会への協力を行った。[谷口清州] 

 

6. 食品と微生物におけるリスクアセスメント 

1)腸炎ビブリオ感染症と魚貝類におけるリスクアセスメントにつ

いてWHO、FAO共同プロジェクトの中で草案グループの専門

家として日本のデータ収集、提供及び草案を作成した。［小坂 

健、春日文子］ 

2)  日本におけるＳＲＳＶのリスク評価の初期段階として、リス

クプロファイリングの作成に協力した。［重松美加］ 

 

7. 感染症発生動向調査の連携に関する研究 

厚生科学研究事業「国及び県の発生動向調査の連携及び海

外の定点設定に関する研究」のなかで、感染症情報の有効な

活用と対策へすみやかにつなげるために、国及び発生動向調

査の連携と海外機関との連携について検討した。特に、各分

野での既存のネットワークを調査し、ネットワーク同士の交流の

可能性を研究した。［大山卓昭］ 

 

III 感染症発生動向調査の情報の還元及びそのシステムの

改善 

１． 病原体情報の収集と月報・年報の作成 

病原微生物検出情報事務局において、病原体情報センター

業務として、オンラインによる報告票の収集、電算機処理、情

報ファイル作成、作表、月報および年報の作成、配布に関する

一連の作業が継続的に実施された。 

１) 情報処理：2002年1月－2002年12月の検出病原体報 告

数は、病原菌については、地研・保健所9,605、検疫所2,637、

都市立感染症指定医療機関609であった。ウイルス（リケッチア，

マイコプラズマを含む）に関しては 18,447 件の検出報告をうけ

た。 

２） 月報の編集：本年度中に病原微生物検出情報月報が 12

号（第 23巻）および第23巻索引が編集・発行された。また、イ

ンターネットを介して毎月、病原微生物検出情報が国内外に

提供された。 

3) 年報の編集：病原体情報に関する年報は、1998 年年報が

「感染症サーベイランス事業年報、平成10・11 年(1～3月)、厚

生省保健医療局エイズ結核感染症課」の病原体情報部門とし

て編集・発行された。また欧文による報告も 1998 年年報が、

Japan J. Med. Sci. Biol., 1998 Vol.52 Supplement として編集・

発行された。［山下和予、齊藤剛仁、赤塚昌江、加藤信子、野

地元子、徳永真里子、木村幹男、岡部信彦］ 

 

２． 感染症疫学情報の解析に基づく特集記事の作成 

毎月１回の編集委員会で、特定の感染症を患者発生情報と

病原体情報の両面から分析し、「病原微生物検出情報」の特

集記事を作成した。掲載された記事は、2002年４月号：梅毒、

5月号：HIV/AIDS、6月号：腸管出血性大腸菌感染症、7月

号：B型肝炎・C型肝炎、8月号：エンテロウイルス、9月号：コレ

ラ、 10月号：オウム病、 11月号：A型肝炎・E型肝炎、12月

号：インフルエンザ、2003年1月号：細菌性赤痢、2月号：レジ

オネラ症、3月号：風疹である。〔山下和予、齊藤剛仁、赤塚昌

江、加藤信子、徳永真里子、野地元子、木村幹男、岡部信彦、

谷口清州、多屋馨子、伊藤健一郎、西尾治、井上栄、田村和

満（細菌第一部）、渡邊治雄（細菌第一部）、寺嶋淳（細菌第

一部）、荒川英二（細菌第一部）、倉文明（細菌第一部）、前川

純子（細菌第一部）、倉根一郎（ウイルス第一部）、岸本寿男

（ウイルス第一部）、宮村達男（ウイルス第二部）、田代真人（ウ

イルス第三部）小田切孝人（ウイルス第三部）、海野幸子（ウイ

ルス第三部）、中島節子（ウイルス第三部）、荒川宜親（細菌第

二部）、新谷三春（細菌第二部）、遠藤卓郎（寄生動物部）、小

林睦生（昆虫医科学部）、神山恒夫（獣医科学部）、佐多徹太

郎（感染病理部）、石井則久（ハンセン病研究センター）、山本

茂貴（国立衛研）、小竹久平（企画主幹）、中林圭一（企画主

幹）、倉田毅（副所長）、吉倉廣（所長）、佐野正（厚生労働省）、

宮川昭二（厚生労働省）、金井要（厚生労働省）〕 

 

３． 感染症週報の発行 

平成 11年 4月施行の｢感染症の予防及び感染症の患者に対

する医療に関する法律｣の主旨のもとに、同時期より感染症週

報の発行を開始しており、当感染症情報センターのホームペ

ージ上にPDF版と HTML版とで掲載している。感染症週報に

は「発生動向総覧」以外に、「注目すべき感染症」としてその

時々で問題となる感染症を 1～2 取り上げ、詳細な解説を行い、

｢病原体情報｣として、その時々で問題となる感染症の患者から

の病原微生物検出状況を掲載している。また、「速報」におい

ては、主に地方衛生研究所から投稿される国内で問題となっ

たアウトブレークに関する最新の記事などを掲載し、成田空港

検疫所の協力で｢海外感染症情報｣のコーナーを設けて、最新
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の海外感染症に関する記事を紹介し、｢感染症の話｣において

は、所内外の協力を得て感染症法に規定された疾患、あるい

はそれ以外の疾患も取り上げて解説を行い、「読者のコーナ

ー」においては、外部からの問い合わせのあった質問につき、

掲載する価値があると判断されたものを多くの読者にも公開し

ている。［岡部信彦、木村幹男、谷口 清州、小坂 健、重松美

加、多屋馨子、齊藤剛仁、石井俊也（成田空港検疫所）、菊池 

均（成田空港検疫所）、大竹由里子、松岡静香］ 

 

４． 感染症発生動向調査、話題の病原体、海外感染症情報、

旅行医学、SARS関連緊急情報、予防接種キャンペーン、

Epi Info日本語版のインターネットホームページの作成お

よび更新、維持 

上記感染症発生動向調査の解析結果、時系列グラフ、地図

グラフおよびHTMLファイルを作成してホームページ上にアッ

プロードし、定期的に更新、維持管理を行った。話題の病原

体、海外感染症情報、旅行医学、SARS関連緊急情報、およ

び予防接種キャンペーン等のページについても内容を検討し

HTMLファイルを作成し、アップロード、維持管理を行った。ま

た、Epi Info 2002j 日本語版 Ver.1をホームページにて紹介

し、ダウンロードできるように環境を整えた。[大竹由里子、松

岡 静香、小坂 健、重松美加、進藤奈邦子、加藤信子、山

本英二（岡山理科大学）] 

 

５． 感染症発生動向調査事業年報CD-ROM版データ集 

(2001/1-2001/12) の発行 

感染症法が施行されてからの感染症発生動向の確定データ

を迅速に還元するためには、時間のかかるコメントの作成を最

小限にしてデータ集の形で発行するのが望まれる。このため、

利用者がデータ処理をできるようにエクセルの表を中心として

収載したCD-ROM版 (2001/1-2001/12) を平成14年12月に

発行した。前回のものと比べて疾患の詳細分類、感染地毎の

分類をするなど、内容の充実を図った。引き続き、2002年度

CD-ROM版 (2002/1-12) の作成のために全国からの確定デ

ータの収集を行いつつあるが、本年度よりも早期の発行を目

指している。［岡部信彦、木村幹男、谷口清州、多屋馨子、小

坂 健、重松美加、FETP研修生、加藤信子、村上修司、江頭

圭三］ 

６． 海外感染症情報の収集と評価 

WER (WHO)、MMWR (米国CDC)、Eurosurveillance Weekly 

(EU)、CDR Weekly (英国)、SCIEH Weekly Report (スコットラン

ド)、CDI(豪州)、Lancet、N. Engl. J. Med.、 J. Infect. Dis.、Clin. 

Infect. Dis.、 J. Travel Med.などや、電子メールでのProMED、

Outbreak Verification List (WHO、参加機関のみ) や

TravelMed (国際旅行医学会、会員のみ)、あるいは、その他

種々のウエッブページ上での感染症情報を収集･評価し、必要

な情報を関係機関に連絡した。[岡部信彦、木村幹男、谷口清

州、多屋馨子、新井 智、小坂 健、重松美加、大山卓昭、砂

川富正、齊藤剛仁、FETP研修生] 

 

７． 感染症検査情報収集還元オンラインシステムの改良 

平成 12年 1月より運用を開始した感染研－地研・検疫所間の

感染症検査情報（病原体情報）コンピュータオンラインシステム

Version4 について、プログラムの改善を行った。インフルエン

ザ情報に血球の種類と濃度を追加し、入力支援機能を追加し

たVersion5.0を平成14年10月に、さらに不具合修正と機能追

加のためVersion5.1～5.3 を開発して平成15年 1～3 月より運

用を開始した。またVersion5.0 以降は各衛研がWWW-WISH

の個別システムからプログラムをダウンロードできるようシステム

が改善された。〔山下和予、齊藤剛仁、加藤信子、赤塚昌江〕 

 

８． インターネット等による病原体情報の提供 

１）病原体情報報告機関に対して、速報を還元するために主要

病原体の動向をWWW-WISHの電子会議室の病原体情報フ

ォーラムにアップロードした。またWWW-WISH の個別情報シ

ステムによる還元情報速報閲覧のために新しいデータのアッ

プロードを毎日行った。  

２）IDSCホームページの「病原微生物検出情報」のページに、

オンラインで随時報告されるデータの追加・変更を反映させた

速報グラフを更新・掲載した。地方衛生研究所などからの速報

記事を随時掲載した。また、累積データに基づく統計表とグラ

フおよび病原体名、疾病名から検索できる月報特集記事索引

を毎月作成し更新・掲載した。 

3) インフルエンザシーズン中、ウイルス第三部へのインフルエ

ンザウイルス情報の転送と、WHOのFluNetへの日本の週別型

別分離数データのアップロードを毎週行った。［齊藤剛仁、赤

塚昌江、徳永真理子、野地元子、加藤信子、山下和予］  

 

IV  感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実地疫学

専門家養成プログラム）に関する業務 



感染症情報センター 6

1. 感染症危機管理およびそれに関わる人材養成（実地疫

学専門家養成プログラム）に関する業務 

1)全般実施状況 

FETPの実施は４年目となり、平成１4年８月２期生３名（加來浩

器、田中毅、松井珠乃）が研修終了した。同年４月、４期生４名

（島田靖、逸見佳美、森伸生、吉田英樹）を迎えた。また平成

13年度からDr.John Kobayashi （Washington State Health 

Department）に長期コンサルタントを依頼し、感染症疫学研究、

地方自治体との積極的疫学調査などが充実した。 

2)感染症集団発生事例に対する実地疫学調査協力 

平成 14年度において、実地疫学専門家養成プログラム

（FETP）は、以下の感染症集団発生事例に対して、地方自治

体からの要請を受けて、調査協力を行った。 

- 学校内麻疹集団発生事例（茨城県北茨城市） 

- 施設内 B型肝炎集団発生事例（佐賀県佐賀市） 

- 施設内 VRE 集団発生事例（福岡県北九州市） 

- 施設内病原性大腸菌 O157 感染症集団発生事例（福

岡県福岡市） 

- 施設内病原性大腸菌O26 感染症集団発生事例（長野

県長野市） 

- 施設内病原性大腸菌 O157 感染症集団発生事例（徳

島県海部郡） 

- 施設内アメーバ赤痢感染症集団発生事例（熊本県八

代市） 

- 施設内 B型肝炎集団発生事例（埼玉県騎西町） 

- 循環器手術後の重症消化器合併症集積事例（宮城県

仙台市） 

- SARS 多国間広域集団発生事例（マニラ、フィリピン） 

3)研修活動 

FETPのトレーニングの一環として、初期導入研修（Edward 

Simoe, Jim Mendlein）とともに、英語論文の作成方法（Jim 

Mendlein）、生物兵器テロリズムに対する事前対応（Julie 

Wicklund）、院内感染症の予防と対策（Mike Bell）、インフルエ

ンザの国際的な予防対策（Tim Uyeki）、感染症サーベイランス

（Paul Kitsutani）に関するセミナーを開催した。 

4） 教育研修経験 

また、教育経験のための研修として、全国感染症危機管理研

修会での講義、地方自治体の感染症危機管理研修会（埼玉県、

鹿児島県、新潟県、熊本県、静岡県、青森県、岩手県、福岡県、

秋田県、奈良県）での講義をおこなった。 

5) 感染症疫学研究 

平成 14年度に研修終了した 2期生が以下の長期プロジェクト

研究発表をおこなった。 

- 東アジア（台湾、韓国、日本を中心とした）におけるマラ

リア予防対策（加來） 

- 日本におけるツツガムシ病の疫学（松井） 

- 各国（日本、アジア・ヨーロッパ各国、ニュージーランド

等）検疫システムの比較（田中） 

6) 感染症サーベイランス活動 

毎週ごとに収集されるサーベイランス報告対象疾患の情報を

監視・解析し、必要に応じて地方自治体とともに公衆衛生的介

入を実施した。 

- 麻疹症例増加に対する予防接種推奨 

- 夏季のエンテロウイルス流行時期での注意喚起、等 

7) 感染症情報の還元 

感染症サーベイランス、感染症集団発生事例に対する実地疫

学調査協力などで得られた情報を病原体検出情報（月報）、感

染症週報などを通じて一般住民、公衆衛生従事者などに還元

した。また、インフルエンザ流行時期（10月～3 月）には一般住

民からのインフルエンザに関する問い合わせに対応する「イン

フルエンザホットライン」の中心的役割を果たした。［大山卓昭、

砂川富正、谷口清州、多屋馨子、小坂 健、重松美加、FETP］ 

 

2. 希少感染症診断技術向上事業に関する業務  

平成１４年度は対象疾患として、西ナイル脳炎、バルトネラおよ

びマイコプラズマ、E型肝炎、狂犬病、赤痢アメーバおよびマラ

リア、オウム病およびQ熱が取り上げられた。研修会は平成１５

年２月、当感染研で２日間開催され、５６地研が参加した。それ

ぞれの疾患はウイルス１部、細菌２部、ウイルス２部、獣医科学

部、寄生動物部、感染症情報センター、細菌１部の協力により

行われた。また、本事業の一環として、レファレンスセンター（エ

ンテロウイルス、溶血性連鎖球菌、カンピロバクター）の運営が

ウイルス２部、細菌部、国立衛生研、東京都立衛生研究所の協

力でなされた。また、新規レファレンスセンターが、それぞれ全

国の支部センターと共に発足した。（レジオネラ、アデノウイル

ス、寄生虫、ジフテリアおよび百日咳）。［稲田 敏樹、橋戸 円、

渡邊 治雄（細菌部）］ 

 

3. 新興再興感染症技術研修 

本研修は、保健所あるいは地方衛生研究所において細菌検
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査業務に従事するものを対象として、新しい知識及び技術の

習得を目的としている。１４年度は①ブドウ球菌エンテロトキシ

ンの検出②ビブリオ・バルニフィカス検査③リアルタイム PCRを

中心として、５日間、保健医療科学院白金台庁舎で行った。参

加者は、保健所２名・衛生研究所１０名・中核市保健所４名の

合計16名であった。[伊藤健一郎・西尾治・荒川英二(細菌１

部) ・佐多徹太郎(感染病理部)・神ノ田昌博（結核感染症課）・

原田誠(横浜検疫所輸入食品検疫検査センター)・松崎充宏

（日本海事検定協会理化学分析センター食品衛生チーム）・新

井めぐみ(雪印乳業食品衛生研究所)・浅尾努・河合高生(大阪

府公衆衛生研究所)・島田俊雄(日本食品油脂検査協会)・沖津

忠行(神奈川県衛生研究所)] 

 

4. 国立保健医療科学院による特別課程ウイルスコースの実

施 

国立保健医療科学院による特別課程ウイルスコースとして、平

成14年 10月 29日から 11月 29日に当感染研村山分室で研

修会を実施した。ウイルス学、免疫学および分子疫学等につい

て体系的な理解と新しい知見・ウイルス診断技術を習得するこ

とを目的とし、地方衛生研究所でウイルスに関する業務につく

20名が参加した。本研修は感染症研究所の全ての部、センタ

ーの協力、支援によって遂行された。[西尾治、伊藤 健一郎] 

 

5. 情報センターの業務の一環として 11月から 3月ま

でのあいだ週末を除く連日インフルエンザホットラインを担当し、

一般、医療機関、行政機関からの問い合わせに対応した。 

[木村幹男、大山卓昭、砂川富正、重松美加、谷口清州、多屋

馨子、小坂健、岡部信彦、鈴木里和、島田靖、逸見佳美、森伸

生、吉田英樹] 

 

6. FIFA ワールドカップにおける症候群サーベイランスと危

機管理体制の整備 

FIFA ワールドカップが日本と韓国の共催で 2002 年 5月 31日

から6月30日まで開催され、大会期間中の大規模感染症対策

のひとつとして、感染症集団発生の早期探知と対応を目的とし

た「症候群サーベイランス」を実施し、技術的支援として、毎日

のデータ解析、データ管理、緊急時対応体制の整備を行った。

[木村幹男、大山卓昭、砂川富正、重松美加、谷口清州、多屋

馨子、岡部信彦、鈴木里和、島田靖、逸見佳美、森伸生、吉田

英樹] 

 

Ｖ.感染症の疫学等の研究 

1. インフルエンザによる超過死亡の分析 

インフルエンザ流行が我が国の人口動態に与える影響を、イン

フルエンザによる超過死亡の分析によって評価した。

1999/2000 シーズンの超過死亡は 13,846 人と多かったものの、

2000/01シーズン913人、2001/02シーズン1,078人と２シーズ

ンは少なかった。しかしながら、2002/03 シーズンは比較的大

きな流行を経験し、超過死亡は 11,215 人を記録した。［谷口清

州、大日康史（大阪大学社会経済研究所）、井伊雅子（横浜国

立大学）］ 

 

2. インフルエンザ関連死亡迅速把握に関する研究 

13 大都市でのインフルエンザ関連死亡（インフルエンザ及び

肺炎死亡）数から超過死亡モデルを作成し、超過死亡を早期

に把握できるか検討した。13大都市における死亡の状況は国

全体とよく相関し、インフルエンザにおける超過死亡の早期警

戒に有用と考えられた。［谷口清州、大日康史（大阪大学社会

経済研究所）、NEC、厚生労働省健康局結核感染症課、13大

都市・特別区衛生主幹部局］ 

 

3. 大規模感染症発生時における行政機関、医療機関等の

間の広域連携に関する研究 

大規模イベントなどバイオテロ発生の蓋然性上昇時に行うため

の症候群サーベイランスの手法を研究し、具体的なシステムの

提案と早期に異常を検知するアルゴリズムの検討を行った。米

国CDC との協力で、Drop-in method が応用可能であることが

判明した。[鈴木里和、大日康史（大阪大学）、谷口清州] 

 

4. 国内での発生が稀少のため知見が乏しい感染症対応の

ための技術的基盤整備に関する研究 

世界から根絶された天然痘がバイオテロに使用されるかもしれ

ないという危惧から、天然痘によるアウトブレイク発生時での対

応体制について検討した。特にワクチン接種の際のワクチン説

明、インフォームドコンセント用のビデオを作成した。[谷口清州、

岡部信彦] 

 

5. インフルエンザ脳炎脳症疫学研究 

インフルエンザ脳炎脳症はここ数年間特に日本の小児におい

て増加しており注目されている疾患である。その実態を調査す
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る厚生科学研究研究班(森島班)の分担研究として、日本の疫

学調査を実施し、患者発生、血清疫学調査、ウイルス分離状況

に関して報告した。[岡部信彦、山下和予、齊藤剛仁、吉川昌

江、大山卓昭、谷口清洲、多屋馨子] 

 

6. わが国におけるエンテロウイルス感染症の疫学研究 

重症エンテロウイルス脳炎の疫学的ウイルス学的研究ならび

に臨床的対策にする研究（岩崎班）の分担研究3年目として、

わが国における疫学的調査をまとめる部分を担当した。全国

の小児科医療機関を対象に 2000-2002 年の EV71 感染症流

行時における重症患者発生状況を調査することになり、アンケ

ート調査を実施した。[多屋馨子、岡部信彦] 

 

7. 気管支喘息の発症や喘息症状の増悪に及ぼすウイルス

感染の影響と治療の効果に関する研究 

上記厚生科学研究研究班（飯倉班）の分担研究としてわが国

のインフルエンザの疫学調査を報告した。2000/2001 シーズン

のインフルエンザの流行規模について、累積患者報告数、年

齢階級別報告数、患者から分離、検出されたウイルス報告数、

その種類、シーズン前の国民のワクチン株に対する抗体保有

状況について調査した。これらの疫学調査成績と気管支喘息

発症調査成績を相互に検討することによって、ウイルス感染症

と気管支喘息発症の関係に関して明らかにすることを目的とし

て研究を実施した。[岡部信彦、多屋馨子、新井 智、山下和

予、齊藤剛仁、吉川昌江] 

 

8. ビブリオバルニフィカスの魚貝類における実態調査 

近年問題となっているビブリオバルニフィカス感染症の実態を

把握するために５つの地研と協力して、毎月魚貝類におけるビ

ブリオバルニフィカス及び腸炎ビブリオの定量的なデータを収

集し解析を行った。［小坂 健、岡部信彦、田村和満（細菌部）、

荒川英二（細菌部）、春日文子（国衛研）、山本茂貴（国衛研）、

斉藤紀行（宮城県保健環境センター）、山井志朗（神奈川県衛

生研究所）、杉山寛治（静岡県環境衛生科学研究所）、宮坂次

郎（熊本県保健環境科学研究所）、甲斐明美（東京都立衛生

研究所）］ 

 

9. 動物由来感染症対策としての新しいサーベイランスシステ

ムの開発に関する研究 

2000 年に日本では初めて動物園の展示動物を原因とした動

物由来感染症のヒトの集団発生が確認され、動物展示施設に

おいても十分な感染症対策の必要性が明らかになった。そこ

で動物展示施設における感染症対策ガイドラインとして「人と

動物由の共通感染症ガイドライン」の作成を行った。 [岡部信

彦、新井 智、大山卓昭、安藤 正樹(神奈川県東部家畜保健

衛生所)、多田 有希(川崎市)、中島 一敏(大分医科大学微生

物学講座、FETP)、成島 悦雄(東京都上野動物園)、福本 幸

夫(広島市安佐動物公園長)、藤井逸人(京都市、FETP)、山田

章雄(獣医科学部)] 

 

10. 動物由来感染症対策のサーベイランスの関連とし

て、動物およびそれ由来の製品輸入時におけるリスク評価を検

討する目的で、獣医科学部と協力し、オーストラリア農水林業

省 Biosecurity Australia 編纂の「輸入リスク分析指針

（Guidelines for Import Risk Analysis）」の注釈付き翻訳の作成

を行った。［岡部信彦、神山恒夫（獣医科学部）、重松美加］ 

 

11. 保育園における感染症実態のコホート研究 

子ども過程総合研究事業の中で、保育園における感染症実態

のコホート研究を行った。福井県および横浜市の保育園2園よ

りインターネット上のデータベースを通して園児全員の感染症

に関わる健康状態を日々把握した。事前の予防接種実施状況、

園内の衛生状況の観察を行い、インフルエンザ等実際の感染

症発生時には早期の介入を行なった。[砂川富正] 

 

12. 港湾、空港におけるベクターサーベイランスに関する研究 

近年のウエストナイル熱の米国での流行を受けて、ねずみ族、

蚊族の各港湾、空港におけるサーベイランスの見直しが始まっ

ている。検疫所研究の一環として調査を行い、発生国から到着

する各港湾、空港毎のリスクの評価を行なった。[砂川富正] 

 

13. インフルエンザ迅速検査サーベイランスの実施 

全国の小児科医が参加する複数のメーリングリストを通して、

2000-01シーズンよりインフルエンザ迅速診断検査結果に関す

る自主的なサーベイランスを行なっている。インターネット上の

データベースの構築、サーバーの管理等は、滋賀県の西藤成

雄医師が行った。2002-03 シーズンは約3万件の情報が寄せ

られた。迅速性において優れたサーベイランスとして定着して

いる。[砂川富正] 
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VI 予防接種、薬剤等に関連した研究 

１． 流行予測調査事業に関する業務 

1)感染症流行予測調査報告書の作成 

感染症流行予測調査報告書の作成：厚生労働省健康局結核

感染症課および感染研関係各部と共同で、平成13年度(2001

年度)報告書を作成した。 

 

2)感染症流行予測調査結果速報の発信 

平成14年度感染症流行予測調査のうち、A）全国日本脳炎ブ

タ情報 (感染症流行予測調査-速報)を 7 月 10 日から 11 月

27 日まで毎週（計 17 週）速報として HP 上に公開した。B）全

国インフルエンザ抗体保有状況調査速報を 10 月 30 日から 1

月 30 日まで計 4 回速報として HP上に公開した。 

3)感染症流行予測調査実施要領の作製 

厚生労働省健康局結核感染症課と共同で平成 14 年度版を

作製した。 

4)感染症流行予測調査事業 PR用パンフレット 

（平成 14 年度版）の作製各都道府県に配布すると共にHP上

に公開した。 

5)オンライン入力システムの改訂、検証 

都道府県からの結果送付用のシステムおよび集計システムを

改訂、検証した。 

6)感染症流行予測調査結果をデータバンクに保存した。 

7）感染症流行予測調査事業検査術式（改訂版）を国立感染

症研究所感染症流行予測調査事業委員会および厚生労働

省結核感染症課との合同で作製した。 

8)事務局業務 

厚生労働省健康局結核感染症課、都道府県、都道府県各衛

生研究所、国立感染症研究所各疾患担当部との密接な連携

を保つための業務を行った。[多屋馨子、新井 智、早川丘芳、

北本理恵、長谷川斐子、岡部信彦] 

２． 肺炎球菌の標準的抗体価測定法の確立 

昨年度作製した ELISA法の有効性を判定するため、健常者の

ワクチン接種前後の抗体価の測定と慢性呼吸器疾患患者の抗

体価の測定を行った。その結果、ボランティアに対してはワクチ

ン接種によって抗体価が良好に上昇していることを確認するこ

とが可能となった。慢性呼吸器疾患患者についても有効な抗

体測定方法であることが明らかになった。[新井 智、高橋透(万

有製薬)、斉藤剛(BML)、高野昇一(BML)、大石和徳(長崎大学

熱帯医学研究所)、岡部信彦] 

 

３． 血清銀行に関する業務 

1)血清の保管 

感染症流行予測調査事業のため各都道府県において

収集された血清の一部を国内血清銀行に受け入れ、

保管した。平成 13 年採血分として平成 14 年度に受け

入れた血清は、計 4,007 本であった。また、平成 14 年

職員血清として計 496 本の血清を受け入れ保管した。 

2)研究目的での血清の払い出し 

5件の研究に対して払い出し依頼があり、年度内に5件

の研究に対して計 1,558 本の払い出しを行った。 

3)血清銀行運営委員会設立準備（事務局担当） 

血清銀行運営委員会を正式に委員会として立ち上げる

ための準備、事務局担当を行った。 

4)保管血清の管理を行った。[多屋馨子、新井 智、早川丘芳、

岡部信彦] 

 

４． 電話、メールによる問い合わせ業務 

予防接種、人獣共通感染症、その他感染症に関する電話、メ

ールによる問い合わせに対応した。年間の問い合わせ件数は

電話約350件、メール約50件である。[多屋馨子、新井 智] 

５． 予防接種情報公開に関する業務 

感染症情報センターHP 内に日本の予防接種スケジュール

2002 を公開した。[多屋馨子、新井 智、松岡静香、岡部信彦] 

６． 日本ワクチン学会ニュースレター 

ニュースレター事務局業務を行った。著者への連絡、原稿収

集、ワクチン関連トピックスを担当し、その原稿を作成した。[多

屋馨子、岡部信彦] 

 

７． 予防接種後副反応・健康状況調査検討会 

上記委員として、調査解析に参加した。[多屋馨子、岡部信彦] 

 

８． 熱帯病・寄生虫症治療のための国内未承認薬の確保・

供給 

平成13年度から開始された創薬等ヒューマンサイエンス総合
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研究事業「熱帯病に対するオーファンドラッグ開発研究」班 

(主任研究者:大友弘士) の主要な活動として、熱帯病や寄生

虫症に対する治療薬剤で、国内で認可されていないが必要

なものを許可を得て輸入し、全国22ケ所の保管機関に配付し、

それらの機関を通じて薬剤入手を可能にする体制を構築し、

運営してきた。そして、これらの国内未承認薬ヘのアクセスを

容易にすることを目的に、研究班のホームページを立ち上げ

た。 

また、国内で広く抗マラリア薬を適正に使用できるようにするた

めに、マラリア治療研修会も開催した。さらには、国内で発生

したマラリア患者の詳細を把握し、今後の対策に役立てるため

に、約1,800の医療機関を対象にしたアンケート調査を実施し

た。 

平成 14 年度の最後には、懸案であった「寄生虫症薬物治療

の手引き 2003 年改訂第 5 版」を発行し 2,000 部印刷して関

係機関・関係者に広く配付した。また、研究班のホームページ

から PDF 版でダウンロードできるようにもした。［木村幹男］ 

 

９． トラベラーズワクチンの実態と必要性・有効性に関する研

究 

国際医療協力研究委託事業 海外旅行者の健康管理及び疾

病予防に関する研究班（岡部班）の分担研究 2 年目として、接

種の実態の把握、接種後副反応調査、接種後抗体価(A 型肝

炎、破傷風)の測定について研究した。[多屋馨子、橋本迪子

（東京検疫所）、高崎智彦（ウイルス１部）、宮崎寛（日本航空）、

藤井達也（陸上自衛隊幕僚監部）、岡部信彦] 

 

１０． 安全なワクチン確保とその接種方法に関する総合的研

究 

厚生科学研究研究班（竹中班）の分担研究として、日本脳炎に

ついては、過去 20 年間のデータを用いて日本脳炎自然感染

率を解析し、現在も引き続き日本脳炎ウイルス自然感染が存在

していることが明らかになった。また、麻しんワクチン、風しんワ

クチン、MMR ワクチンの年齢別接種率を算定し今後の麻疹対

策、風疹対策に寄与することを目的として解析を実施した。[岡

部信彦、多屋馨子、新井智、早川丘芳、北本理恵、高崎智彦

（ウイルス第１部）、倉根一郎（ウイルス第１部）、稲松孝思（東京

都老人医療センター）] 

 

１１． 麻疹輸出のモデル解析 

日本では毎年数十万人の麻疹患者の発生が確認され、感染

者が発症前に渡航し、海外へ麻疹を輸出する危険性が指摘さ

れてきた。そこで、2002 年のワールドカップにおける人口流動

を用いて麻疹輸出危険モデルを作成し、日本国内で麻疹に感

染し、海外へ麻疹を輸出する危険性を検討した。[高橋央、田

中毅、多屋馨子、新井 智、長谷川斐子、岡部信彦] 

 

１２． 地域における麻疹対策への関与 

沖縄はしか”０”プロジェクト委員会への参加、沖縄県具志川市

における麻疹対策等に外部委員として積極的に関わっている。

[砂川富正] 

 

１３． 通常時の麻疹ワクチン接種指針および麻疹発生時の対

応指針の作成 

厚生労働科学研究費補助金「成人麻疹の実態把握と今後の

麻疹対策の方向性に関する研究」の中で、特に実地医家向け

の麻疹ワクチン接種指針、自治体その他公衆衛生担当者向け

の麻疹発生時の対応指針を作成した。麻疹ワクチン接種につ

いては特に別刷りとして関係者に配布されることとなっている。

[砂川富正] 

 

１４． 黄熱ワクチンの副反応に関するコホート研究 

感染症および感染症対策の国際的動向に関する研究の一環

として、横浜検疫所、東京検疫所、成田空港検疫所において

接種された黄熱ワクチン（4 ヶ月間、対象者921人）の副反応に

関するコホート研究を行った。副反応発生に関わるリスク要因と

して、食物アレルギー、卵アレルギー、薬剤アレルギーの既往

が有意に関連していることが示された。[砂川富正] 

 

１５． 成人麻疹の実態把握と今後の麻疹対策の方向性に関す

る研究 

厚生科学研究研究班（高山班）の分担研究として国単位の疫

学調査である感染症発生動向調査ならびに感染症流行予測

調査成績を集計・解析し、最近の麻疹流行の実態と日本にお

ける健常者の血清疫学調査を報告すると共に、国内での麻疹

対策に資することを目的に研究を実施した。[岡部信彦、多屋

馨子、砂川富正、森伸生、中島一敏(大分医科大学微生物学)、

安井良則(堺市保健所)、谷口清州、知念正雄((知念小児科医

院)、富樫武弘(市立札幌病院)、西本靖男(高知県)、山口亮(網



感染症情報センター 11

走保健所) ) 

 

１６． 高齢者における麻疹抗体保有状況 

従来終生免役と言われていた小児に好発するウイルス感染症

（麻疹）に対する免疫が、高齢化社会に伴い、罹患後 60 年～

90 年以上経過した時点でどの程度維持されているかを検討し、

現在青壮年期にある人の抗体価と比較検討した。[多屋馨子、

稲松孝思（東京都老人医療センター）、岡部信彦] 

 

VII 病原体の病態及び診断に関連した研究 

1. アデノウイルスの診断法の開発 

（PCR法によるアデノウイルス血清型の同定） 

前年度に報告したヒトアデノウイルスＢおよびＤ亜属それぞれ

のヘキソン、ファイバー遺伝子にプライマーを設計し、PCR-制

限酵素切断法(REA)およびマルチプレックス PCR法により血清

型同定を試みた。広島市および宮崎県で分離された流行性角

結膜炎患者の検体を、ＢおよびＤ亜属全ての型に共通なプラ

イマーを用い増幅した産物をHinf I, Rsa I, Bsr I, Dde I で切断

した。また、Ｂ、Ｄ亜属の血清型に特異的なプライマーを設計し、

それぞれ一本のチューブに混入し PCR を行った。この結果広

島市から、中和反応で８型と同定されたが、ヘキソン領域が９

型に近い分離株、宮崎県からは、１１型であるがヘキソンが３５

型に近い株が同定できた。これらは組換えによって生じたと考

えられるが、単純で迅速な血清型同定法は様々な臨床現場や

疫学調査で、重要なアデノウイルスの型決定に有用であること

が示された。［アディカリ アルンクマー、向山 淳司、松野 重

夫、稲田 敏樹、岡部 信彦］ 

 

2. 腸管付着性大腸菌 

付着性大腸菌の病原性はまだ明快ではない。また、食品の本

菌による汚染状況の調査もほとんどされていない。そこで、本

菌群の病原性検査法の確立と汚染状況を把握することを目的

とした。 

1)局在性及び凝集性付着大腸菌の検査法 

局在性、凝集性及び拡散性付着性大腸菌の病原関連遺伝子

13 種類を検査できるようにした。従来法より簡便で迅速な生物

活性測定法を検討した。結果は（１）血清型及び eae 遺伝子型

により付着性関連遺伝子に変異又は脱落があること、（２）コン

タクトヘモリシス法を用いた生物活性は増菌培地による影響を

受けていた。eae 遺伝子型のα及びβは生物活性が測れたが、

O157を含むγはまだ測定できない。この型の生物活性の発現

に必要な因子を検討する必要がある。[伊藤健一郎・岡本その

子(栃木県保健環境センター)] 

2)食品の細菌汚染状況の調査 

食品の汚染状況を調べた。対象は漬物及び生鮮野菜である。

漬物では、白菜・キュウリ等を主原料とする食品 43 件を調べた。

検査法は一般性菌数・大腸菌群に加え、付着性大腸菌等も調

べた。大腸菌は糞便性大腸菌の公定法に加えて食中毒検査

に使用する検査法も行った。漬物では、付着性大腸菌及びサ

ルモネラは全て陰性であった。大腸菌は公定法による 44.5℃

培養検査では4件（9.3％）、食中毒検査法では８件（18.6％）か

ら検出された。一般細菌数は、103～10８/gの範囲で検出された。

また、セレウス菌グループは23件（53.5％）から検出され、下痢

性毒素も検出された。生鮮野菜としては、市販のねぎ・きゅうり・

ほうれん草の計 31 検体を調べた。検査法は出血性大腸菌の

検査法を主として行った。生鮮野菜からは病原菌は検出されな

かった。[伊藤健一郎・森屋一雄（佐賀県衛生薬業センター）・

松崎充宏（日本海事検定協会理化学分析センター食品衛生

チーム）] 

 

3. リアルタイム PCR（SmartCycler）による迅速診断法の開発 

1)チフス菌・パラチフス菌 

対象とした遺伝子は、チフス菌では Vi 抗原の合成に関与する

vipR とパラチフス菌は O 抗原構成単糖の合成に関与する tyv

である。検出法は異なる蛍光標識したタックマンプローブを用

い、マルチプレックスで行える。[伊藤健一郎・広瀬健二(細菌 1

部)] 

2)チフス菌・パラチフス菌の薬剤耐性の検査 

対象とした遺伝子はgyrAで、変異部分にプライマーを設計し、

共通のプローブを使用する方法と、共通のプライマーを使用し

て変異部分にプローブを用いる方法を試した。タックマンプロ

ーブ法を用い、後者では LUX プライマーを使用した Tm 値の

測定法やモルキュラービーコン法も試した。どの方法でもワイ

ルドと変異体を鑑別することはできた。変異位置の特定が難し

く、クロスが見られるなど改良点が残っている。[伊藤健一郎・広

瀬健二(細菌 1部)] 

3)黄色ブドウ球菌 

対象とした遺伝子はエンテロトキシンA型からE型である。検出

法はタックマンプローブ法を用いた。クロスが見られるなど改良

点が残っている。 [伊藤健一郎・森屋一雄（佐賀県衛生薬業セ
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ンター）] 

 

4. ヒトバベシア原虫を含む不明熱疾患の解析 

ヒトバベシア原虫は、ヒトの不明熱疾患の原因病原体として明ら

かになっている。そこで、ダニ媒介性疾患の発生が多く報告の

ある千葉県や島根県のヒト血清についてヒトバベシア原虫やそ

の他の病原体について間接蛍光抗体法や PCR によって感染

の有無を調査した。[新井 智、辻 正義(酪農大)、海保郁男(千

葉衛研)、 板垣朝夫(島根環境研)、田原研司(島根環境研)、石

原智明(酪農大)、岡部信彦] 

 

5. ヘルペス科ウイルス検出(HHV-6,HHV-7)に関する研究 

不明熱、不明発疹を呈した患者から得られた臨床検体を基に、

ヘルペス科ウイルス(HHV-6,HHV-7)の検出（ウイルス分離、

DNA検出）、HHV-6,HHV-7 IgG 抗体価および IgM抗体価の

測定を実施した。[多屋馨子、山本あつ子（三井記念病院）、飯

谷秀美（いいたに小児科医院）] 

 

6. ウイルス性下痢症診断マニュアル(第三版)作成 

酵素抗体法による A群ロタウイルスの G血清型別、ノロウイル

スの RT-PCR 法、アデノウイルスを担当した。[西尾治] 

 

7. 学校等で流行するウイルス感染症の早期診断法の確立と

防止法の樹立 

文部科学省科学研究研究班として、学校保健で問題となるア

デノウイルスによるプール熱等の呼吸器感染症、エンテロウイ

ルス 71 型による中枢神経感染症を併発した手足口病の迅速

診断法の開発およびノロウイルスによる予防策に取り組んだ。

[西尾治、藤本嗣人(兵庫県立健康環境科学研究センター)] 

 

8. 乳幼児下痢症の原因ウイルス検出法に関する研究 

創薬等ヒューマンサイエンス総合研究事業研究班として、4 種

類の下痢症ウイルスを同時に検出できるキットの開発を目的と

し、昨年度構築した A 群ロタウイルスとアストロウイルスを同時

検出するキットの評価を調査し、新たにアストロウイルスの検出

について検討した。[西尾治、大瀬戸光明（愛媛県立衛生環境

研究所）、天辻康夫（国際試薬）、一口毅（国際試薬）] 

 

9. 食品中の微生物汚染状況の把握と安全性の評価に関す

る研究 

厚生労働科学研究食品・化学物質安全総合研究事業研究班

として、食品の安全性評価のために、国産市販カキ、輸入魚介

類におけるウイルス汚染状況を明らかに、食品の安全性の確

保に努めた。[西尾治] 

 

10. 厚生労働省薬事・食品衛生審議会臨時委員（乳肉水産食

品部会）の委嘱を国より受けた。[西尾治] 

 

 

Ⅷ. 検査実施状況 

 行  政 研  究 合  計 

     ウイルス分離同定 １ ６ ７ 

     核酸・抗原検出 2 1８９ 191 

     血 清 反 応 ０       ４３２ ４３２ 

     合      計 3 6２７ 630 
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平成 14年度研究員・研究生  

氏  名 身  分 期  間 出  身 

中村明子 

金澤保 

樋口薫 

小松崎眞 (元 FETP)  

砂川富正 (元 FETP)  

中瀬克己 (元 FETP)  

中島一敏 (元 FETP)  

藤井逸人 (元 FETP)  

加來浩器 (FETP)  

松井珠乃 (FETP)  

田中毅 (FETP)  

鈴木里和 (FETP) 

大日康史 

井伊雅子 

根路銘国昭 

浦島充佳 

奥村順子 

松永泰子 

Arun Kumar Adhikary 

藤井達也 

川上桂子 

安井良則 

John M．Kobayashi 

長谷川斐子 

逸見佳美 

島田靖 

吉田英樹 

森伸生 

Tsai Kuang chau 

重松美加 

Richard Scott Bermudez 

寺村知子 

斎藤章暢 

Urmila Banik 

日谷明裕 

佐藤弘 

山口卓 

客員研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

客員研究員 

客員研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

客員研究員 

客員研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

流動研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

協力研究員 

H9.4.1- 

H10.7.1-  

H11.6.1-  

H11.9.1-  

H11.9.1- H14.8.31 

H11.9.1-  

H11.9.1-  

H11.9.1-  

H12.9.1-  

H12.9.1-  

H12.9.1-  

H13.9.1- 

H11.9.1- H14.8.31 

H11.9.1- H14.8.31 

H13.2.1- H15.1.31 

H12.12.1- H14.11.30 

H12.12.1-  

H13.5.1- 

H13.5.1-H15.4.30 

H13.7.1- 

H14.2.1- 

H14.3.1- 

H13.7.1- H15.2.28 

H14.4.1- 

H14.4.1- 

H14.4.1- 

H14.4.1- 

H14.4.1- 

H14.4.1-H15.3.31 

H14.4.1-H15.3.31 

H14.7.2-H14.8.22 

H14.7.1- 

H14.7.1- 

H14.10.1- 

H15.1.1- 

H15.2.1- 

H15.2.1- 

 

東京大学 

産業医科大学 

自宅開業 

東京慈恵会医科大学 

横浜検疫所 

岡山市保健所 

国立大分医科大学 

京都市役所 

陸上自衛隊衛生学校 

健康保険天草中央病院 

福岡検疫所 

医師 

大阪大学 

横浜国立大学 

バイオメディカルサイエンス研究会 

東京慈恵会医科大学 

東京大学 

元職員 

日本学術振興会 

陸上自衛隊 

国立公衆衛生院 

大阪府堺市保健所 

ワシントン州保健局 

元職員 

陸上自衛隊 

日本医科大学 

医師 

医師 

国立台湾大学 

(財) HS 財団 

ﾊｰﾊﾞｰﾄﾞ大学 

京都市衛生公害研究所 

埼玉県衛生研究所 

ﾁﾀｺﾞﾝｸﾞ大学 

医療法人社団愛友会流山総合病院 

酪農学園大学 

(財) 日本冷凍食品検査協会 
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